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概要 
名前の通り、影と光を使ったメディアアートです。 
影を使ったメディアアートでは、プロジェクタの前に立っ

てできる本物の影を使って、映像とのインタラクションを

行います。例えば本物の影を使って CG の影を直接操作する

ことができます。これはリアルタイムで影の位置や種類を

取得する独自の技術で実現しています。この技術を使って、

スヌーピーファンタレーション出展の「マジックシャドウ

（図 1）」や、HYPER JAPAN in London 出展の「生け花影絵」

を制作しています。 
光を使ったメディアアートでは、スモークを使って光線

を可視化したり（図 2）、霧を投影スクリーンとしてしなが

ら、映像とのインタラクションを行います。スモークの中

でプロジェクタを投影することでできた光線に触れて音を

奏でたり、霧スクリーンに投影した映像を霧の動きに合わ

せてリアルタイムで変化させたりする。新しいメディアア

ートを実現しています。 

セールスポイント 

１．影や光といった日常的なものを使いながら、影を使って映像を操る、光を触る、と

いった非日常的な体験を提供。 

２．体験者は特別な操作が不要なため、子供からお年寄りまで対応可能。 

企業等での活用例、今後の展望等 

１．既存のアート（華道、茶道、舞踊）と組み合わせた新しいメディアアートの創出。 

２．商用イベント等において人々の関心を惹きつけるコンテンツの制作。 
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・ 実影による仮想影とのインタラクション, https://youtu.be/dEMOszUYZnw 
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図 1：マジックシャドウ 

図 2：光線の可視化との

インタラクション 
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